
口
腔
医
療
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
へ

2027 Hiroshima University
School of Dentistry

歯学部
広島大学

学部案内



歯科医療界では高度な情報化が進んでいます。疾病や病態の診断にはゲノ
ム診断が可能となり、診断機器においてはAI機能の搭載が普及しており、
これらに対応できる歯科医療人が必要とされています。また、様々なコミュ
ニケーションツールが普及し、生成AIによる対話型サービスも利用可能と
なっています。世の中が急速に変化する中で、広島大学歯学部は2023年
に歯学教育認証評価で適合認定を受けました。広島大学歯学部の教育の
中心であるバイオデンタル教育、多職種連携教育、国際化を含む歯学教育
が世界基準の質に達していることを示しています。
広島大学歯学部では学生の海外留学を促進し、また海外からの留学生の
受け入れを積極的に行っています。歯学科では、ほぼ全ての専門教育科目
において日英両言語授業を実施し、海外からの留学生が日本の学生と同
じ授業を受ける環境を整えています。これらの取り組みは口腔健康科学科
にも広がっています。
一方、少子高齢化の世の中において、歯科医療も変化が起こっています。う
蝕罹患率は減少し、8020を超える口腔環境がよく見られる時代になりま
した。オーラルフレイルの概念も普及し、口腔の健康と全身の健康の関連
が注目されています。広島大学歯学部では、歯科医療に関わる全職種（歯
科医師、歯科衛生士、歯科技工士）のプログラムを用意し、幅広い歯科医
療を学ぶ環境を整えています。また、医療系キャンパスである広島大学霞
キャンパスでは、歯科3職種を含む11の医療系職種が枠を超えて学ぶこと
で、専門領域のプロフェッショナリズム育成の機会が提供されています。
皆様にはこの素晴らしい環境で、未来の歯科医療を担うプロフェッショナ
ルや、多職種と協調できる歯科医療界のリーダーとして、世界に羽ばたい
てほしいと願っています。

１．高度な医療技術と学識、豊かな人間性を備えた歯科医療人の育成
２．国際的に活躍できる歯科医学分野の教育者・研究者の養成
３．地域医療と歯科医学分野への貢献
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歯学科と口腔健康科学科における教育の共通基盤となるのが「バイオデンティストリー」です。バイオデンティ
ストリーとは、バイオロジー（生物学）とデンティストリー（歯科医学）を掛け合わせた、広島大学歯学部オリジ
ナルの造語で、「生物学に基づく歯科医学」という意味です。
歯科医療では、う蝕や歯周病を治療するだけでなく、患者の全身状態についても判断する必要があります。全
身疾患と歯科疾患は、とても密接な関連があります。
生体で生じている現象をマクロの視点で眺めるだけでなく、細胞・分子・遺伝子レベルの動態とリンクさせて
初めて詳細なメカニズムや、異常が生じた際に引き起こされる様々な病気の原因が理解できるようになりま
す。バイオデンタル教育は、多様な研究を通じて基礎医学と臨床歯科医学をリンクさせた教育です。

歯学部では、国際的に活躍できる歯科医療人の育成を教育目標に掲げ、国際交流を活性化するとともに、
交流の枠を学部学生にも拡大することを目的とし、国際歯学コースを開設しました。現在歯学科ではほぼす
べての科目で、口腔健康科学科では一部の科目で日本語・英語併用授業が行われています。東南アジアの
国際交流協定校から選抜された留学生が2年生から5年生の間、学部生とともに履修することが可能とな
りました。クラスに優秀で意欲的な留学生が編入し、同じ科目を共に学ぶことにより相互理解も進み、国際
感覚が養われていきます。
広島大学歯学部の協定校は、ヨーロッパ、米国を中心とした歯科先進国、アジア諸国で発展途上の国々な
どに存在し、学部学生の相互留学を積極的に推進しており、海外へ短期留学する学部学生も年々増加して
います。

海外の歯学部学生が4年間、広島で広島大学歯学部学生と歯学専門科目を学ぶプログラムです。
広島大学歯学部は、2011年度より、本学と国際交流協定を結んでいるアジアの歯学部から特別聴講学生
を迎えて国際歯学コースを開始しました。海外からの特別聴講学生は、半年間の日本語研修・基礎教育の
のち2年生前期から広島大学歯学部の日本人学生とともに3年6か月の間、専門教育を受けます。日本人学
生にとっても海外の優秀な学生と共に学び、遊び、意見を交わす時間を過ごすことは、お互いの国際感覚や
グローバル化対応能力の醸成に大変有意義です。このプログラムをとおして、広島大学歯学部はアジアに
おける将来の指導的人材への基盤形成を目指します。歯学科の専門科目はほぼすべて日本語・英語併用授
業で行っています。

口腔保健学専攻は、4年制の歯科衛生士養成機関で、養護教諭一種免
許状も取得可能です。教養教育で医療人としての基盤をつくり、多職
種連携教育や歯学部合同授業を通じて幅広い専門知識を修得します。
3年次後期から広島大学病院や学外実習施設での臨床・臨地実習が
行われます。在学中は海外研修の機会も多く設けられています。卒業
後は、全国各地の病院や診療所での勤務の他、企業や行政で活躍して
います。また、大学院へ進学する卒業生も数多くいます。その他、口腔
保健分野の教員や養護教諭、研究者など、卒業後の進路は様々です。

皆さんが学ぶ広島大学の霞キャンパスには、医学部・歯学部・薬学部があります。ここでは全国でも例を見な
い医療関連職種11職種(医学部 医師・看護師・理学療法士・作業療法士・養護教諭・保健師・助産師、歯学
部 歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・養護教諭、薬学部 薬剤師)の学士課程教育を行なっています。平成
22年より文部科学省の予算を受けて多職種連携教育をスタートさせました。1年次IPEでは医療倫理や大規
模災害時医療の際などのトリアージなどを学び、医学科・歯学科の5年生、保健学科の4年生、口腔健康科学
科の3年生、薬学科の6年生はロールプレイなどで慢性疾患医療や介護医療について学びます。それぞれの医
療職種のプロフェッショナリズムやスペシャリティをあらためて学ぶことのできる特徴的な教育です。

Biodental Education ： バイオデンタル教育

学部教育3つの柱

Interprofessional Education（IPE） ： 多職種連携教育について

International Education ： 国際化

国際歯学
コース

歯
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国家試験合格後、1年間の卒後臨床研修を
経て初めて臨床歯科医になることができま 
す。その後は大学院に進学、臨床医として歯
科医療機関での診療従事に分かれますが、 
将来は、大学など研究機関等の研究者や教
育者、あるいは大学病院など医療機関での
専門性のある歯科医師、または地域の開業
歯科医や勤務歯科医、さらには行政機関の
歯科領域の行政官など歯科医師を活かし
た多彩な職種へと道が開かれています。

私は卒業後呉市に就職し，現在保健センターで歯科衛生士として，生まれる前の赤ちゃんから大人までの幅広い世代を
対象に，個別相談や集団支援等の業務を行っています。また，多職種と関わりながら地域住民の健康づくりにも携わって
います。学生時代に学んだ様々な分野の知識や技術，経験が現在の仕事にとても役立っています。歯科衛生士の活躍が
期待される中，広島大学での学びは様々な働き方の選択肢を増やしてくれると思います。皆さんも是非広島大学での学び
を検討してみてください。

取得可能免許・資格

歯学科
口腔健康科学科 専攻口腔保健学 口腔健康科学科 専攻口腔工学

口腔保健学の主な進路（これまでの実績）
～歯科衛生士・養護教諭など色々な分野で活躍しています～

●歯科医師国家試験受験資格

●大学 ・医療機関（広島大学病院、九州大学病院、
　岡山大学病院、兵庫医科大学病院、関西医科大学総合医療センター、
　県立広島病院、広島市立病院機構、広島赤十字・原爆病院、
　呉共済病院など）

●大学教員（広島大学、明海大学、常盤短大など）
●企業（サンスター、ライオン、モリタ、ジーシー、松風、JMS、
　アース製薬、花王など）

●公務員（広島県、広島市、呉市、千代田区、千葉市、
　兵庫県、岡山市など）

●養護教諭（広島県、福井県、愛媛県、長崎県など）

取得可能免許・資格
●歯科衛生士国家試験受験資格、
　養護教諭一種免許状

取得可能免許・資格
●歯科技工士国家試験受験資格、
　フェイシャルセラピスト資格認定、
　細胞工学士資格認定

口腔工学の多岐にわたる進路
（これまでの実績）
●製薬関連企業（塩野義製薬、アステラス製薬、エーザイ、
　メニコン、中外製薬など）
●IT関連企業（日立メデイカルコンピュータ、
　富士通システムズ、ウエストなど）
●食品関連企業（UHA味覚糖、四国乳業、万田酵素）
●歯科関連企業（ジーシー、モリタ、ヨシダ、メディア、
　アライン・テクノロジー・ジャパン・トリート、
　富士フイルム医療ソルーションズ、松風など）
●国公立病院・大学など（北海道大学、
　東京医科歯科大学（現：東京科学大学）、徳島大学、長崎大学など）
●公務員（法務省、国税局、広島県警、徳島県警、東広島市、福山市など）
●その他（歯科医療振興財団、広島銀行、もみじ銀行、
　愛媛銀行、鳥取銀行、山口フィナンシャルグループなど）　

呉市保健所地域保健課西保健センター　角田 萌乃さん（令和5年3月 口腔健康科学科 口腔保健学専攻卒業）

地域の健康づくりに取り組んでいます

私は広島大学 歯学部 口腔保健学科 口腔工学専攻（現:口腔健康科学科 口腔工学専攻）の第一期生として入学し、第二期
として(笑)卒業致しました。
卒業後は、自身の人間力を活かせる場だと感じた小林製薬のメディカル事業部(医療機器部門)に入社し、事業部ごと分社、
三菱商事への株式譲渡を経て、現在は北米三菱商事に所属し、米国シリコンバレー(カリフォルニア州北部)にて、事業開発
及び米国の最先端医療機器、デジタルヘルスソリューションの日本への導入に従事しております。
口腔工学専攻は、医療に纏わる幅広い知識に加え、臨床実習、基礎研究等、多くを学ぶ機会があります。私が住むシリコン
バレーの有名投資家の著書のタイトルに「What you do is who you are」というものがありますが、正しく、社会に出れ

ば今までの経験が個人の能力・価値として評価されます。そして、社会では何年経っても大学で何を学んだか、経験したかが問われます。口腔工学専
攻は誰もが簡単に得ることのできない、医療に関する貴重な機会・経験が多く詰まった宝石箱です。大学生活は勉強、部活、プライベート全てに忙し
く、全てが財産となります。受験生の皆様は、未来に向かって希望と不安で胸が一杯だと思います。輝かしい未来への第一歩として、大学選びは非常に
重要なイベントだと思いますが、皆様の口腔工学専攻での全ての経験が、人生に於ける大きな財産となることは間違いありません。
北米三菱商事　岩田 慧さん （平成21年3月 歯学部 口腔保健学科卒業）

歯学部 就職・進学

在学中には先生方の応援を受けながら、学生団体の立ち上げを行いました。卒後は口腔外科研修、医療者向けデータサイ
エンス大学院を経て、現在に至ります。歯科臨床業務の一方で、医療メディア会社で若手医療者向けプロジェクト立案業務
に携わっています。広島大学の英語併用授業で得た知識を活用し、米国歯科医師国家試験(INBDE)にも合格しました。今
後は、国内外の社会課題解決に携わっていきたいと考えております。広島大学の教育と環境が現在に至るまでの原動力と
なっています。皆さんもぜひ広島大学での学びを検討してみてください。

歯科医師、ヘルスケア事業コンサルタント　堀元 偲緒里さん（令和2年3月 歯学科卒業）

広島大学での学びが私の成長の原点

（令和7年度実績） （令和7年度実績） （令和7年度実績）

その他
7人（14.2%）

就職

歯科診療医
42人（85.8%）

一般企業
6人（31.6%）

病院・歯科医院
7人（36.8%）大学院進学

4人（21.1%）

公務員
1人（5.3%）

就職

養護教諭
1人（5.3%）

公務員
2人（11.1%）

病院・歯科医院
2人（11.1%）

その他
1人（5.6%）

一般企業
4人（22.2%）

就職 大学院進学
9人（50.0%）



在学生からのメッセージ

これからの超高齢社会や先進医療の進展に伴い、歯科医師には高い専門性と柔軟な国際感覚、そして患者に寄り
添う全人的な視点が求められます。歯学科には、そのすべてを磨く理想的な環境が整っています。日本語と英語を
併用した授業や留学生と学ぶ環境は、グローバルな視点を養う絶好の機会です。さらに、4年次からの研究室配属
で早期から専門性を高め、5年次には留学や研究に専念できる時間を活用することで、最新の学びや豊かな国際性
を主体的に身に付けられます。歯科医師の重要性がますます高まる未来に向けて、患者中心の全人的医療を実践
できるよう、ぜひ私たちと一緒に広島大学で学びましょう。

本疾患の原因遺伝子は特定されておらず、病態の解明も十分に進んでいませんでした。本学歯周病態学研究室の水野智仁教授らの研
究グループは患者DNAを用いて全エクソームシークエンスを行った結果、MMD2を侵襲性歯周炎の原因遺伝子として同定することに
成功しました。患者由来の変異を導入したノックインマウスを作製し、歯周炎を誘発したところ、通常のマウスに比べて著しく重度の骨
破壊が認められました。本研究を契機として原因の究明が進めば、将来的には遺伝学的
検査に基づく発症リスクの評価が可能となり、それに基づいた予知医療・予防医療の実現
へと繋がることが期待できます。本研究の成果は「Journa l  o f  Exper imenta l  
Medicine」に掲載されるとともに、中国新聞（2025年8月20日）に取り上げられました。

国際化と超高齢社会の未来を拓く、先進的な教育環境

若年層で発症する侵襲性歯周炎の原因遺伝子を世界ではじめて明らかに

歯の喪失は咀嚼機能を低下させ、食べられる食品の種類が限られることで、栄養摂取や栄養状態に
影響を及ぼす可能性があります。本学口腔保健疫学研究室の浅枝麻夢可研究員、内藤真理子教授、
名古屋大学大学院医学系研究科の若井建志教授らによる研究グループは、日本多施設共同コ－
ホート研究の静岡地区および大幸研究のデータを用いた横断研究により、35-69歳の健康な男女
において、歯の本数といくつかの栄養素・食品摂取との関連を明らかにしました。歯の本数を維持す
ることで、健康な口腔機能が保たれ、良好な栄養状態に貢献する可能性があると考えられます。本研
究結果は、国際誌「Journal of Oral Rehabilitation」に掲載されました。

日本の健康な中高年男女において歯の本数と栄養摂取との関連を明らかに

歯学科 5年　水野 太久馬さん（広島県 広島学院高等学校）

海外で歯学を学ぶことは、好奇心と自分を高めたいという思いから始まりました。広島大学では、充実したカリキュラム
のもと、支えてくださる先生方から理論と実践をバランスよく学ぶことができます。また、大学病院での見学を通して早
い段階から多様な治療に触れ、臨床への理解を深める機会が得られます。日本での学びを通じて自立心や規律を養い、
多様な背景を持つ人 と々の出会いも大きな財産となりました。現在は微生物学で薬剤耐性の研究に取り組み、歯学へ
の理解をさらに深めています。広島大学は、成長を大切にし、歯科医療に真摯に向き合う学生にふさわしい環境です。

広島大学 - 歯学に必要なすべてがそろう場所

国際歯学コース 4年　HEANH SOCHANNYDA (ヒエン ソチャンニダ)さん（カンボジア University of Health Sciences）

口腔工学専攻では、歯科補綴物や義歯、矯正装置などの製作について、講義と実習を通して基礎から学ぶことがで
きます。実習では、実際に技工物を作り上げる経験を積みながら、アナログ技術に加えてCAD/CAMなどのデジタ
ル技術にも触れることで、現代の歯科技工に対応した力を身につけることができます。また、エピテーゼ実習や先進
的な技術研究に取り組める点も、この専攻の大きな特徴だと感じています。さらに、歯学科や口腔保健学専攻の学
生と合同で授業を受ける機会が多く、歯科技工の専門分野を超えた知識やチーム医療の重要性を学べる環境が
整っています。このような学びを通して、将来は歯科技工士に限らず、幅広い進路を選択できる点も魅力の一つです。

最先端の学びと歯科技工の可能性

口腔健康科学科 口腔工学専攻 3年　千葉 菜々美さん（広島県 広島市立基町高等学校）

口腔保健学専攻では、歯科衛生に関する専門知識に加え、歯学科や口腔工学専攻の学生と共に学ぶ機会があ
り、多角的な視点から歯科医療について考えることができます。将来それぞれ異なる立場で歯科医療に携わる
仲間と学ぶことで、多職種連携の大切さを日々実感しています。また、口腔の健康と全身の健康とのつながりを
学ぶ中で、口腔の知識だけでなく全身についても理解し、患者さんを幅広く支えられる歯科衛生士を目指した
いと考えるようになりました。充実した環境の中で仲間と支え合いながら学べることが、この専攻の大きな魅力
です。

多角的な視点を育む学びの場

口腔健康科学科 口腔保健学専攻 3年　上田 爽良さん（広島県 広島県立広島井口高等学校）口腔保健学専攻

口腔工学専攻

国際歯学コース

歯学科



体育会系
● 歯学部準硬式野球部
● 歯学部硬式庭球部
● 歯学部軟式庭球部
● 歯学部サッカー部
● 歯学部バレーボール部
● 歯学部バスケットボール部
● 歯学部卓球部
● 歯学部剣道部
● 霞陸上競技部
● 霞弓道部
● 霞水泳部
● 霞ラグビー部
● 霞ゴルフ部
● 霞空手道部
● 霞フットサル部男子
● 霞女子フットサル部
● 医歯薬バドミントン部
● 日本拳法部
● Top ＆ Back　など

文化系
● 霞上田宗箇流茶道部
● HUDIC（留学生交流）
● 霞管弦楽団
● 霞料理サークル mogmog
● 霞写真部
● 霞ジャズ研究会
● 東洋医学研究会　など

卓球部

霞管弦楽団

サッカー部


